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メッセージちょきん箱

ペットボトル工作説明書

●部品をチェックしよう ★お客さまで用意していただくもの

JS-6111S

工作例
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【保護者の方へ】
ご注意　および　お願い

安全に工作を楽しんでいただいたり、
ご使用いただくために、必ずお読みください。

・作る前に説明書をよく読み、内容を理解してから組み立
ててください。また、保護者の方も必ずお読みください。

・工具の使用は十分注意してください。特にカッターナイ
フやはさみなど、刃物によるケガに注意してください。

・小さなお子様のいる場所で工作はしないでください。工
具にさわったり、袋や部品を口に入れるなど、危険な状況
が考えられます。

・部品はやむなくとがっている部分などもありますので、
取りあつかいに注意してください。

・商品の仕様形状などは改良のため予告なく変更する場合
があります。

・電池を使う時は次のことに注意してください。
①(＋)(－)を正しく入れてください。
②ショートさせたり、分解・加熱・火に投げ入れたりし
ないでください。発熱や液もれ・破裂の原因になりま
す。

③電池や録音再生モジュール、本体はぬらさないように
注意してください。もしぬれた場合は、電池をモジュ
ールからはずし布などでふいた後、十分に乾かしてく
ださい。

④必ず指定のボタン電池（LR1130・3コ）を使用してく
ださい。なお、付属の電池は動作テスト用ですので、
使用時には新しいものと交換してください。

□　録音・再生モジュール

□　アルミテープ

□　両面テープ

（※2枚入っていますが、1枚だけ使用します。）

□　ペットボトル用かた紙

（※イーケイジャパンのホームページからダウンロー

ドし、プリンターで印刷してください。）

□　ペットボトル（500mlで、四角いタイプのもの）

□　あつ紙（A4サイズくらい）

□　ホッチキス

□　のり

□　カッターナイフ

□　ボールペン

□　油性マーカーペン

□　定規

□　セロハンテープ

□　クリップ（せんたくバサミでもOK！）

□　輪ゴム

□　はさみ1

ペットボトル用かた紙は、

http://www.elekit.co.jp/product/JS-6111S
[ 製品資料 ] よりダウンロードしてください。
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組み立てよう！
①ペットボトルに線を引きます。

10～15cm

ペットボトルの下から、

10cm～15cmのところに、1

周ぐるりと油性マーカーで

線を引きます。

下のほうが長いほど、多く

のお金をためることができ

ます。

②線にそって切ります。

①で引いた線のとおりに、

カッターナイフやはさみを

使って切りとります。

③かた紙の準備をします。

印刷したかた紙の大きさが

正しいか確認します。

録音・再生モジュールのス

ピーカと、かた紙のスピー

カの円を合わせて、同じ大

きさであることをたしかめ

ます。

④かた紙をはります。

かた紙 1 、かた紙 2 、か

た紙 3 を太い線で切りと

ります。

かた紙 1 、かた紙 2 、か

た紙 3 を切りはなします。

ダウンロードしたかた紙

を印刷するとき、印刷設

定の画面（左の写真の画

面）で、「ページの拡大 

/ 縮小」が「用紙に合わ

せる」や「大きいページ

を縮小」などになってい

ませんか？

印刷するときは、必ず

「ページの拡大 / 縮小」

を「なし」にして印刷し

てください。

注意！！

・カッターナイフを使うときは、ケガをしない

ように十分注意しましょう！

・ペットボトルの切り口でケガをしないよう、

十分に注意しましょう！
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※同じ大きさではない場合

④両面テープを切りとります。

両面テープ用かた紙を切り

とり、両面テープのはくり

紙（両面テープにもともと

ついている紙）の上に、の

りではります。

両面テープ 1 、両面テープ 

2 、両面テープ 3 を切りは

なします。

切りとったかた紙を、あ

つ紙にはります。

かた紙がはがれないよう

に、しっかりとはりまし

ょう。
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⑤かた紙を加工します。

⑥録音・再生モジュールを取りつけます。

⑦アルミテープをはります。

・穴を切りぬきます。

・おり目をつけます。

かた紙 1 の「切りぬく」

と書いてあるところ（4か

所）を、カッターナイフで

切りぬきます。

かた紙 1 、かた紙 2 、かた

紙 3 山おり、谷おりと書い

てある線をボールペンでなぞ

り、おり目をつけます。

ボールペンは2～3回なぞり、

しっかりおり目をつけましょ

う。

注意！！

・カッターナイフを使うときは、ケガをしな

いように十分注意しましょう！

・つくえにキズがつかないように、ダンボー

ルなどをしいて工作しましょう！
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両面テープ 1 のもう片方のは

くり紙をはがし、録音・再生

モジュールを左の写真のよう

にはります。

注意！！

録音・再生モジュールのボタ

ン電池の下にしいてある絶縁

フィルムを引っぱって、はず

します。

アルミテープをまん中から

半分に切ります。

スピーカをかた紙 1 のスピー

カと書いてあるところにセロ

ハンテープではります。

スピーカのおもて、うらを間

違えないように注意して、左

の写真のようにはります。

※セットしてある電池はテスト用です。

電池が消耗している場合がありますので、ここで新しい電池

と交換することをおすすめします。使用する電池はLR1130ボ

タン電池、3コです。
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注意！！

かた紙 2 、かた紙 3 の「注

意！　ココはおらない！」と

書いてある線は、ぜったいに

おり目をつけないでください

！！

かた紙 1 の「スイッチ」

「マイク」と書いてある穴

に、録音・再生モジュール

のスイッチとマイクを左の

写真のように入れ、セロハ

ンテープではり付けます。

両面テープ 1 のはくり紙の

片側をはがして、上で取り

つけたスイッチ、マイクの

ところにはり付けます。

両面テープ 1 は、はがれな

いように強く押さえてはり

ましょう。

かた紙 2 、かた紙 3 の「アル

ミテープをはる」と書いてある

ところに、アルミテープうら面

のはくり紙をはがして、1枚ず

つはります。

かた紙からはみ出したアルミ

テープはきれいに切り取って

おきましょう。
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⑧かた紙 2 、かた紙 3 をおり曲げます。 ⑩録音・再生モジュールを配線します。

・かた紙 2 

⑪かた紙 1 を仕上げましょう。

⑤でつけたおり目にそって、

山おり、谷おりをします。

かた紙 3 もおり目にそっ

ております。

かた紙 3 は、少し曲げる

だけでOKです。

ヨコから見たところ

ヨコから見たところ
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白いコードは先のむいてあ

るところを、2箇所ホッチ

キスではずれないようにし

っかりととめましょう。

もう1本の白いコードは、

左の写真のようにかた紙 

3 にホッチキスでとめま

す。

このコードも先のむいて

あるところを、ホッチキ

ス2かしょでしっかりとめ

ましょう。

かた紙 1 を⑤でつけたお

り目にそって、おり曲げま

す。

録音・再生モジュールの白

い線の1本（どちらでもよ

い）を、かた紙 2 のアル

ミテープをはったところに

ホッチキスでとめます。

・かた紙 3 

⑨かた紙 1 に、かた紙 2 を取りつけます。

両面テープ 2 、両面テープ 

3 の、もう片側のはくり紙を

はがして、かた紙 2 を左の

写真のように目印（　、　）

をあわせてはりつけます。

録音・再生モジュールの白い

コードは、2本ともヨコから

出しておきます。

かた紙 1 とかた紙 2 の　　、　　マークを上の写真のようにあ

わせてはります。

かた紙 1 の「両面テープ 2 」

「両面テープ 3 」と書いてあ

るところに、両面テープ 2 と

両面テープ 3 の片側のはくり

紙をはがして、左の写真のよう

にはります。

「うらがわにのりを付ける」

と書いてあるところのうらが

わにのりをつけ、四角い箱に

なるように組み立てます。

のりづけしたあとはし

っかりとくっつくよう

に、のりがかわくまで

クリップやせんたくば

さみではさんだり、輪

ゴムをまいて固定して

おきましょう。

かた紙 3 のうら側にのり

をつけ、かた紙 1 の「コ

コにかた紙 3 をはる」と

書いてあるところに、左

の写真のようにはり付け

ます。
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⑫ちゃんと動くかチェックしましょう。

⑫ボディを取りつけます。

●うまくいかないときはココをチェックしよう！

※うまく動かない原因はこのほかにもいろいろ考えられます。もう一度説明書をよく読んで、間違いがないかチェックしましょう。

録音・再生モジュールのボタン電池の絶縁フィルムははずしましたか？

フィルムを引っぱってはずしてください。

かた紙 2 、かた紙 3 に、録音再生モジュールの白いコードが1本ずつ、

先のむいてあるところがホッチキスでとめられていますか？

コードがはずれていないかチェックしてください。

電池が消耗していませんか？

録音・再生モジュールについている電池はテスト用電池です。

消耗している場合がありますので、新しい電池（LR1130ボタン電池、3コ）に

交換してください。

・コインがとちゅうでひっかかってしまう。 かた紙 3 の曲げ方がきつくないですか？

かた紙 3 曲げ方を調整して、コインがスムーズに通りぬけるようにしてください。

メッセージを録音します。

スイッチを押したまま、マ

イクにむかってしゃべりま

す。

スイッチを押すのをやめる

と録音が終わります。

※録音できる時間は約30秒

までです。

①で切りとったペットボト

ルの下のほうを、あつ紙で

作ったメッセージモジュー

ルの中に入れるように取り

つけます。
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上のコイン入れ口から、コ

イン（どの硬貨でもOK）を

入れてみましょう。

スピーカから録音したメッ

セージが流れてくればOKで

す。

こちらに曲げるとコインがひっ

かかりやすくなります。

こちらに曲げるとコインはひっかかりにく

くなりますが、アルミテープに当たりにく

くなるため、メッセージをうまくしゃべら

なくなることがあります。

メッセージモジュールとペ

ットボトルのつなぎ目をセ

ロハンテープで2周くらい

ぐるっとはって、上下がは

ずれないようにします。

アルミテープをはったかた

紙 3 は、ペットボトルの

中に入れるように取りつけ

ましょう。

できあがり！！

・コインを入れてもメッセージを
しゃべらない。
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使い方 デザインしよう！

コイン入れ口

マイク

録音スイッチ

スピーカ

（ヨコ面にあります）

①メッセージを録音します。

・録音スイッチを押したまま、マイクにむかっ

てメッセージをしゃべります。

・録音スイッチを押しているあいだだけメッセ

ージが録音されます。録音できる長さは約30

秒までで、30秒以上録音スイッチを押しても

30秒で録音がストップします。

②コインを入れます。

・コイン入れ口からコインを入れると、録音し

たメッセージがスピーカから流れます。

※コインに電気が流れることを利用してメッセ

ージを流すしくみになっていますので、電気

を流さないお札（紙幣）を入れても、メッセ

ージは流れません。

※コインを入れても、中のアルミテープにうま

く当たらなかったときにはメッセージが流れ

ません。

③メッセージを変えるには・・・

・録音したメッセージを変えるときは、もう一

度①のとおりにメッセージを録音してくださ

い。

・前に録音していたメッセージが消え、新しい

メッセージが録音されます。
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工作例

でき上がったちょきん箱を

　　自分だけのオリジナルにしちゃおう！

色をぬったり、いろいろなかざりをつけたりし

て、自分だけのオリジナルちょきん箱をつくろ

う！！

つか かた

めん

い くち

ろくおん

いじょう

じぶん

いろ

なが

でんき

さつ しへい

か

まえ き あたら

りよう

こうさくれい


